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計算 → リスク確認 → 印刷して他職種共有

写真はすべて実際の画面です。値は架空の例です。



1. 何をするツールか

腎機能と薬を突き合わせます。

薬ごとに、いまの区分の用量が出ます。

根拠は電子添文の記載です。

紙に印刷して他職種へ渡せます。

2. 計算

ログイン画面

ログイン画面で、メールアドレスとパスワードを入れます。1



2. 計算（つづき）

1 年齢　2 性別　3 体重　4 血清Cr

入れる値

1 CCr の値　2 押すボタン

出た値と、照合に使うボタン

「腎機能を計算する（任意）」に値を入れます。2

CCr が出ます。3

「この値で薬を照合する」で CCr を押します。4



2. 計算（つづき）

腎機能（薬物投与用・非補正）

入力した値は、この画面の中だけで使います。

サーバーへ送るのは CCr の数値だけです。

画面を離れると消えます。

ボタン（−5 −2 +2 +5）でも値を変えられます。

透析のときは「透析 (HD/PD) として評価」を入れます。

CCr が分かっているときは、計算せず直接入れて構いません。

右の腎機能が、その値になります。5



3. リスク確認

1 打つ欄　2 候補

選んだ薬。×で外せます。

薬の名前を打ちます。1

候補を選ぶと、そのまま照合します。2



3. リスク確認（つづき）

1 判定に使った値と区分　2 見せ方　3 患者名(印刷用)　4 印刷

一覧表。「つづきを読む」で全文が出ます。

見出しで、判定に使った値と区分を確かめます。3

一覧表で、いまの区分の用量を読みます。4



3. リスク確認（つづき）

判定の読み方

危険度は記号と色で出ます。

色が見えなくても記号で読めます。

危険度の見かた

1 判定　2 根拠の本文　3 出典

カードに切り替えると、根拠と出典が出ます。5



3. リスク確認（つづき）

根拠と出典の見かた

本文は電子添文の記載です。

載るのは電子添文にある文だけです。

言い換えや要約はしません。

電子添文の版が出ます。

写しを取った日が出ます。

その後の改訂は入っていません。

PMDA の頁の URL が付きます。

電子添文 2025-03 第4版（2026-09-07に取得した写しによる。その後の改訂は反映されていません）

出典：独立行政法人医薬品医療機器総合機構(PMDA)ウェブサイト

併用の確認

RAS阻害薬・利尿薬・NSAIDs が揃うと出ます。

出るのは電子添文の逐語と出典です。

断り書きも画面に出ます。

1 見出し　2 断り書き　3 逐語と出典

併用時の注意（上部）



4. 印刷して他職種に共有

紙の見かた

1 作成日時と腎機能区分　2 患者名の欄　3 当該区分の投与量　4 付記　5 凡例と免責とデータ版

腎機能別 服薬チェックシート（A4横。頁幅に縮めてあります）

患者名

紙の患者名は罫線です。手で書きます。

画面の「患者名(印刷用)」に入れると紙に載ります。

その名前はこの端末から出ません。

サーバーに送らず、保存もしません。

結果の右上の「印刷」を押します。1

A4横の専用の紙に切り替わります。2

ブラウザの印刷の画面でそのまま出します。3



5. 注意

記載が無いことは「減量が不要」という意味ではありません。

最終的な判断は、添付文書・電子添文と患者の状態で行ってください。

判断するのは医師と薬剤師です。

紙は参考情報です。

データベースの写し

データ版 1,338件（2026-09-10, 5b97f20）

電子添文の写しは 2026-09-07 時点です。

自動では更新されません。

データ版は画面の下と紙の脚注に出ます。

6. 困ったとき

候補が出ない 2文字以上で打ちます。ひらがなでも出ます。

候補に無い薬を見たい 「そのまま照合に追加」を押します。

「DB未収載」と出た 表記を変えて試します。減量不要という意味ではありません。

CCr の欄が空のまま 40 として扱います。0〜300 の数で入れます。

計算機が出ない JavaScript が要ります。CCr を直接入れます。

薬を間違えて外した 直後に出る「戻す」を押します。

薬を全部消したい 「すべて外す」を押します。

共有端末で使い終わった 「ログアウト」を押します。


